




















ともに、若手研究者の研究活動能力の向上を図ることを目的として平成 19 年 4 月に発足した。研究





　平成 19 年 4 月に開始し、平成 21 年 3 月に終了した研究成果（原則 2 年間）については、研究成
果報告書は第 1 号として平成 21 年 12 月、第２号として平成 23 年 12 月に刊行した。今般、平成
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ナコシ社、 東京）の 3 種類をメタノール - DMSO（1:1）
で溶解し、0.5mg/ml の標準液とした。果汁試料 3ml に
エタノール 7ml を添加撹拌後、超音波抽出（30min）
を行った。上清液をAdvantec社製のシリンジフィルター
（φ 0.45㎛）で濾過後、カラム：Hypersil ODS（φ 4.0mm
× 125mm、 5㎛）、移動相：60% メタノール -10mM リ






カラム：Develosil ODS-5（φ 4.6mm × 250mm 、 5㎛）、
移動相：アセトニトリル - H2O（2:98）- 10mM リン
酸、流速：0.8ml/min、カラム温度 : 35℃、検出波長：
223nm の条件を用いた。






および hexamethoxyﬂavone が 1.00：0.93：0.39：0.06：
0.09 の比で含有されている。HeptaMF の精製は、この
混合物をアセトニトリルで溶解し、分取用 HPLC カラム
にて行った。カラム、Mightysil RP-18 （20 × 250 mm、
5㎛）：溶離液、60% アセトニトリル -0.1% ギ酸：流速、
4.0 ml/min。
　実験動物：Wistar 系雄性ラット（体重約 200g） 5 匹
を代謝ケージで飼育した。5％アラビアゴムで懸濁した
HeptaMF 25 mg を 1 匹当たり 1 回経口投与した。投与
後4日間の尿および糞を採取した。採取した糞は60℃、
48 時間乾燥した後コーヒーミルで粉砕した。糞中代謝
物の定量は、糞 0.4 g を酢酸エチル 8 ml で 3 回抽出し、
3200 rpm で 15 分間遠心分離後、上清を濃縮した。そ
の後、DISMIC-25cs （0.45㎛）に通し、100% メタノー
ル溶出液を HPLC に供した。尿中代謝物の定量は、尿 1 



































430 ～ 700mg の値を示していた。含量の大きいものか
ら勝山クガニ、伊豆味クガニ、大宜味クガニ、無核の各
系統の順となった。生育に伴い、ノビレンチン含量は低
























24 時間 60℃で乾燥したものを、アセトンを各々 25%、













酵素処理（30 分間）　　水 - アセトン　　デキストリン（乾燥助剤）
 ↓　（脱水）　 （乾燥）　↓（撹拌・混合）（ろ過・濃縮）↓（乾燥）
果皮　→　固形物　→　乾燥物　 →　抽出液　→　濃縮物 →乾燥製品









































ず、HeptaMF 未変化体は、投与量の約 0.2% が排泄され
ていた。これは、投与後 2 日目までに、小腸における
HeptaMF の未吸収分を示していると思われることから、
HeptaMF の吸収率はノビレチンと同様にほぼ 100% で
あるといえる。投与後 0 ～ 2 日では、M-5 が 0.494 
µmol と最も多く、これは投与量の0.9%であった。また、
M-5 は全代謝物の 43% を占めていた。次いで、M-3、
M-2 および M-4 が多く、M-7、M-6 および M-1 は他の










ており、3 ～ 4 日目の尿中には M-4 のみが多く検出さ
れるにすぎなかった。これらの定量結果を表 2 に示す。
投与後0～2日では、M-2が最も多く検出された。また、
その量は、2.519µmol/ 全尿で、全代謝物の約 38% を
占めており、投与量の約 4.4% であった。次いで M-3、
M-4、M-5、M-7、M-6、M-1 の順であった。一方、3











および M-3 は塩酸加水分解後いずれも約 2 倍に増加し
た。また、M-1 は加水分解後約 30 倍に顕著に増加した。
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　血液凝固制御因子プロテイン S (PS) は主として肝
臓で合成され、その活性低下は血栓傾向をきたす。血
漿中 PS の約 60% は補体系制御因子 C4b 結合蛋白質
のβ鎖 (C4BP- β ) に結合し、残りの約 40% の遊離型




胞株 HepG2 の PS 発現を抑制することを明らかにした
（Hiroto Y, Thromb Res 127:e1-e7, 2011）。本研究では、
resveratrol の加熱処理にて合成された resveratrol 2 量
体 R3、R4 について、HepG2 の PS mRNA 発現への影
響を real time PCR 法にて検討した。HepG2 の細胞増殖
は 100 µM resveratrol、10 µM R3、R4 によりが抑制
されたが、10 µM resveratrol では影響が見られなかっ
た。PS mRNA 発現量は 100 µM resveratrol で control
の 56.9 ± 7.1% まで抑制されたが 10 µM では変化がな
かったが、R3、R4 では 10 µM で 44.5 ± 4.1%、52.0
± 4.5% まで抑制した。PC mRNA 発現量は 10 µM R4
添加で 54.2 ± 1.1% まで抑制したが、10 µM、100 µM 
resveratrol、10 µM R3 では変化がなかった。C4BP- β 
mRNA 発現量は resveratrol、R3、R4 添加では変化がな
かった。Resveratrol 2 量体の R3、R4 は resveratrol の















し、MCT(C8:0[75％ ]、C10:0[25％ ]) または LCT( 大豆
油 ) を用いて、高 MCT 食、高 LCT 食および対照として
脂肪エネルギー比率 9％のコントロール食 (C 食 ) を作
製した。それぞれの飼料を用いて、8 週齢の Wistar 系
雄性ラットを 8 週間飼育した ( 高 MCT 食群：7 匹、高
LCT 食群：6 匹、C 食群：6 匹 )。また、飼育開始 2 週
ごとにそれぞれの群の半数に 75g 経口ブドウ糖負荷試





液を作製して肝 TG 量を測定し、血清中の TG、コレス
テロール、インスリン、グルコースを測定した。その結


















ぞれ約 5000 名を対象とした栄養疫学的横断研究 ( 代表
者：東大・佐々木敏教授 ) に参加し、本学では学生 154
























































　女子大学生を対象として、18 から 21 歳までの 3 年
間の踵骨音響的骨評価値（OSI）減少の要因を検討した。
2003 ～ 05 年に本学栄養科学部に入学した 18 歳女子





21 歳 OSI と追跡年数での単回帰式から傾き sOSI を算
出後、下位 1/3 を Loss 群 (112 名 )、上位 2/3 を Gain/
Stable 群 (222 名 ) と区分した。Loss 群は Gain/Stable
群に比べ 18 歳時 OSI と身長が高い、初経年齢が早い、













インパクト運動歴で 4 分類し、同様に Loss 群となるリ
スクを検討した。中学・高校で運動ありだが大学時に運
動なし群と小・中・高校と運動ありだが大学時に運動な












介入前 3 日間の食事調査によるビタミン D 摂取量は 4.4
± 3.5 μ g/ 日、血中ビタミン D 濃度（25-OH ビタミン
D）は 22 ± 6 ng/mL であった。日常のビタミン D 摂取
量が日本人の食事摂取基準（18 ～ 29 歳女性の目安量 : 
5.5µ ｇ）に達していないことから、対象者を無作為に
2 群にわけ、T 企業（熊本県）の提供による乾燥きくら
げを、1 日あたり１ｇ（ビタミン D として 6.2 μ g）を
摂取するきくらげ群（J 群）と通常通りの食生活を続け


























重要課題となっている。WHO は 2008 年に臨床的骨折
危険因子を用いて骨折高リスク者を判別する骨折リスク
評価ツール（FRAX）を作成した。本研究では 2011 年
6 月から 12 月に K 整形外科病院（大分県）外来を受診
した 60 歳以上の男女 64 名（男性 21 名、女性 43 名）
を対象として、日本版 FRAX を用いて将来 10 年以内の
骨粗鬆症性骨折発生確率を算定し、身体特性、橈骨骨密
度（BMD）、生活習慣との関連を検討した。
　年齢は男性 74.4 ± 6.5 歳、女性 71.6 ± 6.7 歳であり、
男女差はなかった。体重には男女に差はなく、BMI は
女性が高値であり、女性の 39.5％が肥満（BMI ≧ 25）
であった。男性 2 名、女性 11 名に骨折歴を認め、骨折
部位としては椎体が最も多かった。骨折歴、現在の喫
煙、糖質コルチコイド、関節リウマチの既往の有無では
男女に差はなかった。橈骨 BMD（% of YAM）は、男性






BMI と臨床的骨折危険因子から算定した 10 年以内の主









　女性では橈骨 BMD から骨粗鬆症と判定された 16 名



















基礎エネルギー消費量 (BEE) と REE を比較したところ、
REE は BEE（Harris-Benedict 式）の 81.2%、BEE( 基礎
代謝基準値 ) の 90.4% であり、REE が座位での測定で
あるにも拘らず推定 BEE よりも低値であった。また、
REE と相関関係にあったのは、体重と BMI のみであっ
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Elucidation of Role of Polyphenols in Vegetables and Fruits for the 
Protection of Life-Style Related Diseases
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⑴ 9 週齢の体重 300 ｇ前後の Wistar 系雄性ラットに
STZ（60mg/kg 体重）を投与した糖尿病モデルラッ
ト群 (DM 群 ) と正常 Wistar 系雄性ラット（正常群）

















量は、正常群、DM 群いずれも EGCG 投与による大き
な変化はみられなかった。しかし、食餌量は正常群










はなかった。EGCG や EC の DPPH ラジカル消去活性
については、EGCG ＞ EC¬¬ ＝ケルセチン＝ショウガ
オール＝トロロックスとなり、ほとんど差はなかった。
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② Kumagai N, Baba R, Sakuma Y, Arita K, Shinohara M, 
Kourogi M, Fujimoto S, Fujita M,.: Origin of the apical 
transcytic membrane system in jejunal absorptive 








の解析 . 第 118回　日本解剖学会総会・全国学術集会、
2013.3.28-30、サンポートホール高松・香川国際会
議場（香川県高松市）
②馬場良子、森本 景之、中俣 潤一、石松 菜那、藤田　守：
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　平成 17 年 7 月には食育基本法が施行され、教育基本













































































　調査期間は平成 23 年 1 ～ 2 月、調査対象は福岡県上
毛町の 30 ～ 79 歳の全男女 5,162 名である。調査票の
主な内容は、生活習慣調査：運動の頻度を含む 6 項目、
食習慣調査：朝食の摂取頻度を含む 7 項目、排便習慣
調査：排便頻度を含む 11 項目。対象者の体格指数を 3
群に分けて検討した。解析では、排便頻度を 3 日に 1
回以下 ( 便秘群 ) と 3 日未満に 1 回以上 ( 非便秘群 ) の
















































週間当たりの排便回数が 1 日に 1 回以上の群は、味噌
汁を毎日 1 回以上の摂取が 68.0％であり、ヨーグルト
を週に 2 回以上の摂取が 52％であった。また、1 週間
当たりの排便回数が 1 回以下の群においては、味噌汁
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⑨ Ai Tokifuji, RD, M NS, Yasuyuki Matsushima, MD, 
PhD, Kenji Hachisuka , MD, PhD, Keiko Yoshioka, 
PhD: Physical properties of pressurized and heat-
treated meat gels and their suitability as dysphagia 
diet based on swallowing dynamics. Japanese Journal 







⑪ Ai Tokifuji, Yasuyuki Matsushima, Kenji Hachisuka, 
Keiko Yoshioka: Texture, sensory and swallowing 
characteristics of high-pressure- heat-treated pork 

























































⑯ Keiko Yoshioka, Ai Tokifuji, Junko Kimura, Hiromi 
Chisaka, Kenji Hachisuka: The fish minced meat gel 
transformed by high pressurization is appropriatefor 
the dysphagic diet. 2011 Annual  Meeting of the 
internajonalSociety for NutraceuJcals and Func. 






















養管理・実習、第 6 章 1(3)6）幼児期の栄養　食事療
法の実際　アレルギー代替メニュー、2　幼児期の栄
養管理、3　児童福祉施設における保育所、79-100、
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Elucidation of the pathophysiology of lifestyle-related diseases 
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※単年度のみの参加者については、括弧内に参加年度を示す。
研究成果の概要
　本プロジェクトは、平成 21 年度～ 22 年度プロジェクト研究「生活習慣の劣化が関与する疾病の発症機序と予防に
関する研究」を更に発展させ、(1) メタボリック症候群による生活習慣病および癌の発症機序の疫学的および分子生物
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化の現状と課題～大連雪龍産業集団有限公司を事例と
して～」食農資源経済学会、 2011 年、 長崎市．
⑦甲斐諭・儲雲飛「中国の買い物弱者のニーズとサービ
ス提供の課題～無錫市におけるアンケート調査分析を
通して～」食農資源経済学会、 2011 年、 長崎市．
⑧片山富弘「マーケティングにおける差異の諸相」日本
消費経済学会、 2011 年、 日本大学．
⑨片山富弘「マーケティングの差異と差延」アジア共生
学会、 2011 年、 中村学園大学．
⑩山田啓一「九州における地域ブランドの取り組み～筑
前待ちのクロダマルを例として～」日本経営システム
学会地域デザイン研究部会、 2011 年、 明治大学．
⑪謝文婷・徐涛「中国における無店舗販売の現状と問題」
日本流通学会九州部会、 2011 年、 長崎県立大学．
⑫謝文婷・徐涛「中国における無店舗販売のマーケティ
ングおよびその発展課題」日本流通学会第 25 回全国
大会、 2011 年、 大阪商業大学．
⑬徐涛「日本蔬菜价格 定制度及其有效性分析̶基于
我国的参考和借 （中国語）」2011 年第 10 回中国物
流学術年会、 2011 年、 中国長沙市．
⑭後藤恵美「書店活性化のための不読者層アプローチ」




組み」商品開発・管理学会、 2011 年、 静岡県立大学．
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平成 23 年度 2,300,000 0 2,300,000
平成 24 年度 2,100,000 0 2,100,000





A  Study on the Roles of the Accounting System in a Global  Society
   研究グループ代表者
    新　　茂則（SHIN SHIGENORI）流通科学部・教授
   共同研究者
    日野　修造（HINO SHUZO）流通科学部・准教授
    水島多美也（MIZUSHIMA TAMIYA）流通科学部・准教授
    中川　宏道（NAKAGAWA HIROMICHI）流通科学部・講師（平成 24 年度）
※単年度のみの参加者については、括弧内に参加年度を示す。
研究成果の概要
　IFRS（International Financial Reporting Standards）とのコンバージェンスあるいはそのアドプション（以下、これ
らを総称して IFRS 導入と略称する。）は、従来の企業経営の在り方に変革をもたらすことになった。我が国においても、
これまでのコンバージェンス作業の結果、日本の会計基準は国際的に見てもほぼ遜色のないレベルに到達した。しかし、
アドプションについては、H23 年 6 月に金融庁が IFRS のアドプションの延期を発表し、静観している状況にある。米
国はエンドースメント（自国基準への IFRS の取り込み）の方向にある。このように実施時期の延期や対応に相違はあ






















キーワード：(1) IFRS    (2) FASB    (3) ｺﾝﾊﾞｰｼﾞｪﾝｽ　 (4) 公正価値　 (5) 包括利益　 (6) 管理会計




























































































































計』、第 181 巻第 2 号、pp.57-69、2012 年、査読無
④日野修造、「非営利組織体における純資産の維持と会
計処理」、『公会計研究』、第 13 巻第 2 号、pp.1-17、
2012 年、査読有
⑤日野修造、「非営利組織体会計における一時拘束純資
産の負債性の検討」、『流通科学研究』、第 12 巻第 2 号、
pp.73-82、査読有
⑥水島多美也、「時間からみた管理会計の検討―戦略









計学会研究会、2012 年 12 月 23 日、 学習院大学
②新　茂則、斉　宝和、「Ｊ－ＲＥＩＴのシステムと投
資リスクの分析」、H24 年度第 2 回日本産業科学学会
九州部会、2012 年 11 月 23 日、長崎県立大学
③新　茂則、馬　駿「不動産の時価開示が流通市場に
与える影響」、第 18 回日本産業科学学会全国大会、




会、2012 年年７月 28 日、西南学院大学
⑤新　茂則、馬　駿、「IFRS のアドプションが株価に与
える影響について」－不動産業界の業績評価－、日本
商業教育学会、2012 年 1 月 7 日、香蘭女子短期大学
⑥新　茂則、候　紹卿、「IFRS のアドプションが流通市
場に与える影響について」－東証第一部上場不動産業
界の業績分析－、H24 年度第 2 回日本産業科学学会









2012 年 11 月 10 日、都久志会館
⑩水島多美也、「時間からみた管理会計の検討―戦略の
視点を考慮に入れて―」、日本会計研究学会第７０回
全国大会　2011 年 9 月 19 日、久留米大学
⑪水島多美也、「時間と管理会計技法に関する一考察」









研究学会第 45 回消費者行動研究コンファレンス 
2012 年 10 月 27 日、慶應義塾大学
⑭中川宏道、「確率型プロモーションにおけるフレーミ
ング効果の検証」行動経済学会第 6 回大会　2012 年












平成 23 年度 1,000,000 0 1,000,000
平成 24 年度 750,000 0 750,000





A development system for the comprehensive abilities acquired through
majoreducations and fundamental competencies for working persons.
  研究グループ代表者
   福沢　　健（FUKUZAWA TAKESHI ）流通科学部・准教授
  共同研究者
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   坂本　健成（SAKAMOTO KENSEI）流通科学部・助手
  研究協力者
   相浦　眞一（AIURA SINICHI）短期大学部幼児保育学科・教授
   大川　洋史（OKAWA HIROFUMI）流通科学部・講師（平成 23 年度）
















































































平成 23 年度 1,570,000 0 1,570,000
平成 24 年度 1,100,000 0 1,100,000






Development and evaluation of programs for pre-admission education ,ﬁrst-stage 
education and remedial education connected to nutritionist-education
  研究グループ代表者
   小田　隆弘（ODA TAKAHIRO）短期大学部食物栄養学科・教授
  共同研究者　
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  研究協力者
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基 礎 ド リ ル
( シート7,8p)
























































































































ｼ ｰ ﾄ11p「 確
実 な 連 絡 メ
モ」課題3と、
ｼ ｰ ﾄ12p「 基
礎ドリル（漢































心理学 2 講 1 後
哲学 2 講 1 前
法学 2 講 1 前
ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ論 2 講 2 前
自然科学 2 講 1 前
入門情報処理 ･ 実習 1 講実 1 前
健康とスポーツ 1 演 1 前
セミナー 2 演 2 前後
短期大学部教養講座 　 1 講 1 後
＊英語（基礎） 1 　 演 1 前 (   ) 内の数は  
開講単位数
???????
英語コミュニケーション入門 　 1 演 1 前
英語コミュニケーション 　 1 演 1 後 ○；充足
英語（TOEIC） 　 1 演 2 後 厚労省規定
英語・海外研修 　 2 演 1 後 講義・
演習
実験 ･

















＊生理学 　 2 講 1 後 2
＊解剖学 　 2 講 1 前 2
＊基礎生化学 　 2 講 1 前 2 2
＊運動生理学 　 1 講 2 後 1
＊病理学 　 1 講 2 後 1
＊解剖生理学実験 　 1 実 2 後 1
?????
＊食品学 2 　 講 1 前 2 2
6(6 ○）
＊食品材料学 2 　 講 1 後 2 2
 廃止 ( 食品学に吸収 )
＊食品衛生学 2 　 講 1 後 2 2
＊食品学基礎実験 　 1 実 1 後 1
＊食品学実験 　 1 実 2 前 1 1
食品加工学実習 　 1 実 2 後 　 1
＊食品衛生学実験 　 1 実 2 後 1
?????
＊基礎栄養学 2 　 講 1 前 2 2
8(8 ○）
＊応用栄養学 　 2 講 1 後 2 2
＊栄養生化学 　 2 講 1 後 2
＊臨床栄養学概論 　 2 講 2 前 2
＊栄養学実習Ⅰ 1 　 実 1 前 1
＊栄養学実習Ⅱ 　 1 実 1 後 1
＊栄養・生化学実験 　 1 実 2 前 1
＊臨床栄養学実習 　 1 実 2 前 1
＊食事摂取基準 ･ 献立論 2 　 演 1 前




教科の教授目的と教授概要  食物栄養学科 
科　目　名 開　講　期 授業形式 必・選 単位 分　野　お　よ　び　備　考





























導要領以前においても、10 ～ 12% の化学の未履修者（●
印）が存在していたが、平成 17 年から平成 18 年にか








は平成 24 年度では約 23% に達した。この 10 年間で、
化学の未履修者は約 6 倍、生物の未履修者は約 5 倍と
大幅に増加した。他方、化学Ⅱまで履修している学生は、














































2 に示した。入学時の得点 40.6 ± 8.6 点から、補完授













について GPA との関連性で比較検討した。平成 20 年
度から 23 年度までの補完授業対象者の基礎学力試験正

















スト認定試験の過去 5 年間の問題を用いて、e ラーニン
グの教材を作成した。栄養士協会実力試験問題は、平
成 20 年から平成 24 年の問題を各年代毎に時間制原付・
自己採点式の要領で作成し、短期大学部の Web 上 ( 学
内専用 http://www2.nakamura-u.ac.jp/~sabe/) にアッ
プロードした。フードスペシャリスト認定試験につい














　平成 23 年度より 2 年次生を対象に、夏季休業時に「栄
養士実力試験」および「フードスペシャリスト認定試験」
の過去 3 年間の問題を 1 冊の冊子にまとめ夏休みの課
題として与えた。また、栄養士実力試験の模擬試験を平
成 23 年度は 2 回、平成 24 年度は 3 回実施した。その





A 判定 B 判定 C 判定 計
H22 年度 64 人 81 人 6 人 151 人
42.4 % 53.6 % 4.0 % 100 %
H23 年度 98 人 44 人 9 人 151 人


























象者数は、平成 23 年度実習前 154 名、実習後 147 名、
― 62 ―
栄養士養成課程における入学前教育、初年次教育、補完教育等のプログラム展開と、それらの効果判定に関する研究
平成 24 年度実習前 164 名、実習後 158 名であった。
実習前および実習後のアンケート回収率は、それぞれ平
成 23 年度 98.1%、93.6%、平成 24 年度 99.4%、95.8%
であった。調査時期は、いずれも実施前 8 月、実施後












































































平成 23 年度 平成 24 年度
実数（人） 構成比（％） 実数（人） 構成比（％）
事業所 16 10.2 21 12.7
保育所 73 46.5 88 53.3
病院・
高齢者福祉施設 68 43.3 56 33.9
全体 157 100.0 　165 100.0
表 2　実習前と実習後における目標達成度の比較
平成 23 年度 平成 24 年度
実習前％ 実習後％ 実習前％ 実習後％
全体 67.5 50.3 81.7 71.5
事業所 68.8 47.1 66.7 84.2
保育所 69.0 51.5 87.2 74.7
病院・高齢者福






平成 23 年度 平成 24 年度
実習前％ 実習後％ 実習前％ 実習後％
規律を守る
全体 72.1 87.8 81.7 96.8
事業所 62.5 94.1 81.0 100.0
保育所 67.6 85.3 79.1 97.6
病院・高齢者福
祉施設 79.1 88.7 86.0 94.6
時間を守る
全体 76.6 93.9 77.4 94.9
事業所 81.3 94.1 76.2 94.7
保育所 76.1 94.1 80.2 94.0
病院・高齢者福
祉施設 76.1 93.5 73.7 96.4
挨拶
全体 66.9 83.7 82.9 94.9
事業所 81.3 94.1 90.5 94.7
保育所 57.7 86.8 81.4 97.6
病院・高齢者福
祉施設 73.1 77.4 82.5 91.1
言葉遣い
全体 53.9 76.9 66.5 89.2
事業所 50.0 88.2 81.0 100.0
保育所 49.3 76.5 65.1 88.0
病院・高齢者福
祉施設 59.7 74.2 63.2 87.5
身だしなみ
全体 58.4 81.0 69.5 91.1
事業所 56.3 76.5 71.4 100.0
保育所 56.3 86.8 68.6 90.4
病院・高齢者福
祉施設 66.1 75.8 70.2 89.3
報告・連絡・相談の徹底
全体 53.2 49.7 65.9 82.9
事業所 56.3 70.6 57.1 100.0
保育所 52.1 76.5 70.9 85.5
病院・高齢者福
祉施設 53.7 64.5 61.4 73.2
自己啓発の努力
全体 51.3 68.7 59.1 80.4
事業所 62.5 76.5 52.4 94.7
保育所 46.5 72.1 61.6 84.3
病院・高齢者福




平成 23 年度 平成 24 年度
実習前％ 実習後％ 実習前％ 実習後％
給与栄養量および食品構成
全体 74.0 73.5 90.2 84.8
事業所 81.3 70.6 90.5 89.5
保育所 69.0 66.2 93.0 84.3
病院・高齢者福
祉施設 77.6 82.3 86.0 83.9
料理の組み合わせ
全体 77.9 83.0 93.9 91.1
事業所 73.8 88.2 90.5 94.7
保育所 81.7 85.0 98.3 92.8
病院・高齢者福
祉施設 79.1 87.1 87.7 87.5
食材料および調味料の適正な量
全体 50.6 51.0 63.4 72.8
事業所 50.0 47.1 57.1 73.7
保育所 50.7 44.1 67.4 72.3
病院・高齢者福
祉施設 50.7 59.7 59.6 73.2
対象者に合わせた食材料の選択
全体 55.8 61.9 76.8 83.5
事業所 62.5 47.1 76.2 78.9
保育所 59.2 66.2 80.2 88.0
病院・高齢者福
祉施設 50.7 61.3 71.9 78.6
食材知識（種類・旬・栄養価など）
全体 51.9 54.4 68.9 72.8
事業所 62.5 47.1 71.4 84.2
保育所 49.3 52.9 72.1 72.3
病院・高齢者福





平成 23 年度 平成 24 年度
実習前％ 実習後％ 実習前％ 実習後％
食材の切り方（スピード）
全体 22.1 12.2 17.1 22.2
事業所 25.0 17.6 14.3 21.0
保育所 14.1 7.4 19.8 21.7
病院・高齢者福
祉施設 29.9 16.1 14.0 23.2
食材の切り方（きれいさ）
全体 31.2 36.1 43.3 46.2
事業所 50.0 35.3 42.9 42.1
保育所 39.4 27.9 43.0 45.8
病院・高齢者福
祉施設 44.8 37.1 48.9 48.2
食材の切り方の種類に対する理解
全体 77.3 78.9 81.7 86.7
事業所 68.8 76.5 71.4 84.2
保育所 83.1 80.9 84.9 90.4
病院・高齢者福
祉施設 73.1 77.4 80.7 82.1
料理の手順
全体 70.1 65.3 77.4 85.4
事業所 68.8 58.8 85.7 100.0
保育所 69.0 61.8 81.4 84.3
病院・高齢者福
祉施設 71.6 71.0 68.4 82.1
作業効率
全体 47.4 37.4 55.5 62.7
事業所 50.0 52.9 61.9 68.4
保育所 49.3 32.4 58.1 65.1
病院・高齢者福









平成 23 年度 平成 24 年度
実習前％ 実習後％ 実習前％ 実習後％
全体 63.6 56.5 51.2 55.7
事業所 37.5 47.1 23.8 26.3
保育所 64.8 57.4 50.0 56.6
病院・高齢者福











































① "Developing an ESP course and materials for 
dietitians"2012 年 5 月 . IATEFL Journal of the 
English for Speciﬁc Purposes Special Interest Group, 




ついての予備調査報告」2013年3月 .第45号 , pp.107-
118. 中村学園大学・中村学園短期大学研究紀要
　津田晶子、『中村学園大学・中村学園短期大学研究紀


































平成 23 年度 750,000 0 750,000
平成 24 年度 720,000 0 720,000





Research on Deployment of the Dietitian Training with Practice Power, and an 
Environmental Educationized Program
  研究グループ代表者
   松隈　紀生（MATSUKUMA NORIO）短期大学部食物栄養学科・教授
  共同研究者
   松隈　美紀（MATSUGUMA MIKI）短期大学部食物栄養学科・講師
   吉田　淳子（YOSHIDA ATSUKO）短期大学部食物栄養学科・助教
   仁後　亮介（NIGO RYOSUKE）短期大学部食物栄養学科・助手
   竹下　華織（TAKESHITA KAORI）短期大学部食物栄養学科・助手
   田村　麻衣（TAMURA MAI）短期大学部食物栄養学科・助手
   佐々木久美（SASAKI KUMI）短期大学部食物栄養学科・助手 
  研究協力者





①学生の調理技術と献立作成能力を向上させる教育プログラムとして平成 22 年 9 月より中村調理製菓専門学校におい





























































1 班 ○松隈 ( 紀 ) 松隈 ( 美 ) 仁後、竹下、田村


































参加学生 延べ 238 名 延べ 223 名
②認定科目 特別調理実習Ⅰ・Ⅱについて
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穀 類 こめ（35）、そば（19）*、とうもろこし（38、動画 1）*、むぎ（3）、その他（2）








ト ロ ピ カ ル























油 糧 植 物 なたね（10）、ひまわり（6）*





























　平成 21 年度および 22 年度に学会出張などで収録し
た料理や食糧生産などの資料を前号に引き続き、追加収








































　設問 2 から 5 について殆どの学生が、役に立ったと




























平成 23 年度 780,000 0 780,000
平成 24 年度 780,000 0 780,000







A nutritional epidemiological study in Hisayama:
The Hisayama Study
  研究グループ代表者
   森脇　千夏（MORIWAKI CHINATSU）短期大学部食物栄養学科・准教授
  共同研究者
   内田　和宏（UCHIDA KAZUHIRO）短期大学部食物栄養学科・講師
   八田美恵子（HATTA MIEKO）短期大学部食物栄養学科・助手（平成 23 年度）
   西頭　東加（SAITO HARUKA）短期大学部食物栄養学科・助手
  研究協力者
   城田　知子（SHIROTA TOMOKO）大学・名誉教授
   柴田　好視（SHIBATA KONOMI）短期大学部食物栄養学科・常勤助手（平成 24 年度）
※単年度のみの参加者については、括弧内に参加年度を示す。
研究成果の概要
　平成 23 年度、平成 24 年度は、当初の年度計画に基づいて成人健診に参加し、食習慣調査および骨密度に関する簡
易アンケート調査を実施した。以下に要約する。




2）　平成 24 年度の住民健診は、6 月 28 日から 10 月 20 日までの 41 日間実施された（健診参加者約 3,000 人）。平
成 24 年度は通常の健診項目に加え、詳細な栄養調査を実施した。骨密度（音響的骨評価値：OSI）の測定も担当した。
3）1988 年度（第 3 集団）および 2002 年度（第 4 集団）の解析を実施した。
a)「メタボリックシンドロームと栄養摂取との関連（乳・乳製品）」：性、年齢、喫煙習慣、飲酒習慣および身体活動

























































　 食 事 歴 法 質 問 票（self-administered diet history 














　平成 23 年度の住民健診は、6 月 16 日から 8 月 11














































し、HDS-R は 20 点以下を、MMSE は 23 点以下を認知
機能低下の疑いありとして評価した。その結果、HDS-R
および MMSE において、認知症疑いありと評価された
ものは、それぞれ 74 名、117 名であった。また HDS-R
と MMSE のいずれの検査でも疑いありと評価されたも



































② Miyazaki M, Doi Y, Ikeda F, Ninomiya T, Hata J, 
Uchida K, Shirota T, Matsumoto T, Iida M, Kiyohara Y: 
Gastric Cancer. 12(2), 162-169, 2012, 査読有 .
③ Ozawa M, Ninomiya T, Ohara T, Hirakawa Y, Doi Y, 
Hata J, Uchida K, Shirota T, Kitazono T, Kiyohara Y: 
Self-reported dietary intake of potassium, calcium, 
and magnesium and risk of dementia in the Japanese: 
the Hisayama Study. J Am Geriatr Soc. 60(8), 1515-
1520, 2012,  査読有 .
④ Ohkuma T, Fujii H, Iwase M, Kikuchi Y, Ogata 
S, Idewaki Y, Ide H, Doi Y, Hirakawa Y, Mukai 
N, Ninomiya T, Uchida K, Nakamura U, Sasaki S, 
Kiyohara Y, Kitazono T: Impact of eating rate on 
obesity and cardiovascular risk factors according 
to glucose tolerance status: the Fukuoka Diabetes 
Registry and the Hisayama Study. Diabetologia. 56(1), 































平成 23 年度 900,000 0 900,000
平成 24 年度 900,000 0 900,000






Research on Career Education Recreation for the Division of Career Development 
  研究グループ代表者
   酒見　康廣（SAKEMI YASUHIRO）短期大学部キャリア開発学科・教授
  共同研究者
   清水　　誠（SHIMIZU MAKOTO）短期大学部キャリア開発学科・教授
   梶田　鈴子（KAJITA SUZUKO）短期大学部キャリア開発学科・教授
   岩田　京子（IWATA KYOKO）短期大学部キャリア開発学科・准教授
   手嶋　康則（TESHIMA YASUNORI）短期大学部キャリア開発学科・准教授
   本山　和子（MOTOYAMA KAZUKO）短期大学部キャリア開発学科・准教授（平成23年度）
   岸川　公紀（KISHIKAWA KOUKI）短期大学部キャリア開発学科・准教授（平成24年度）
   小久保美代子（KOKUBO MIYOKO）短期大学部キャリア開発学科・助手
   小椎尾紘美（KOSHIIO HIROMI）短期大学部キャリア開発学科・助手（平成23年9月迄）
   仁田原泰子（NITABARU YASUKO）短期大学部キャリア開発学科・常勤助手（平成24年度）
   有田真貴子（ARITA MAKIKO）短期大学部キャリア開発学科・常勤助手（平成24年度）
  研究協力者
   岸川　公紀（KISHIKAWA KOUKI）短期大学部キャリア開発学科・准教授（平成23年度）
   藤島　淑恵（FUJISHIMA TOSHIE）短期大学部キャリア開発学科・講師（平成24年度）
   浦川　安宏（URAKAWA YASUHIRO）短期大学部キャリア開発学科・特任教授
   仁田原泰子（NITABARU YASUKO）短期大学部キャリア開発学科・常勤助手（平成23年度）
   有田真貴子（ARITA MAKIKO）短期大学部キャリア開発学科・臨時助手（平成23年度）
   大塚絵里子（OTSUKA ERIKO）短期大学部キャリア開発学科・臨時助手（平成24年度）
   池田　友希（IKEDA YUKI）短期大学部キャリア開発学科・臨時助手（平成23年9月～平成24年3月）





































































































































科目数 単位数 コマ数 科目数 単位数 コマ数 卒業要件
1 群（必修・選択必修科目） 12 15 48 14 18 54 16 必修 14 単位選択必修 2 単位




3 群（家政系科目） 12 21 25 11 19 23 10 以上
4 群（ビジネス系科） 14 20 42 17 26 48  8 以上
5 群（語学系科目） 9 11 26 11 14 28  4 以上
その他 3 3 3 3


























































































































































































平成 23 年度 1,360,000 0 1,360,000
平成 24 年度 1,330,000 0 1,330,000







Study on way of the eﬀective ﬁrst year education that utilized the portfolio system in the 
college of Early Childhood Care and Education
  研究グループ代表者
   松尾　智則（MATSUO TOMONORI）短期大学部幼児保育学科・教授
  共同研究者
   笠井キミ子（KASAI KIMIKO）短期大学部幼児保育学科・教授
   増田　　隆（MASUDA TAKASHI）短期大学部幼児保育学科・教授
   小川　和子（OGAWA KAZUKO）短期大学部幼児保育学科・准教授
   吉川　昌子（YOSHIKAWA SYOKO）短期大学部幼児保育学科・准教授（平成 22 年度）
   圓入　智仁（ENNYUU TOMOHITO）短期大学部幼児保育学科・准教授
   中村　宏子（NAKAMURA HIROKO）短期大学部幼児保育学科・講師（平成 23 年度）
　   橋本　弘治（HASHIMOTO KOUJI）短期大学部幼児保育学科・講師
   松園　聡美（MATSUZONO SATOMI）短期大学部幼児保育学科・助教
   久原　広幸（KUBARA HIROYUKI）短期大学部幼児保育学科・助手
   籠田　清香（KOMORITA SAYAKA）短期大学部幼児保育学科・常勤助手（平成 23 年度）
   川俣　沙織（KAWAMATA SAORI）短期大学部幼児保育学科・講師（平成 23 年度）
  研究協力者
   森　　康博（MORI YASUHIRO）短期大学部幼児保育学科・教授
   古賀　和博（KOGA KAZUHIRO）短期大学部幼児保育学科・准教授
   那須　信樹（NASU NOBUKI）短期大学部幼児保育学科・准教授
   山崎　　篤（YAMASAKI ATSUSHI）短期大学部幼児保育学科・准教授
   向坂　幸雄（SAKISAKA YUKIO）短期大学部幼児保育学科・講師（平成 23 年度）
   中村　宏子（NAKAMURA HIROKO）短期大学部幼児保育学科・講師（平成 22 年度）
   川俣　沙織（KAWAMATA SAORI）短期大学部幼児保育学科・講師（平成 22 年度）
   久松　　薫（HISAMATSU KAORU）短期大学部幼児保育学科・助手


























よる入学予定者に対して 12 月から 3 月までの 4 ヶ月間






















体験と成長の記録 ( 省察 ) を効果的に接続できる手法を
開発する事を目的としている。
３．研究実施計画・方法









































































クスとなる『４・５月の学び ( 授業編 ) の』『４・５




































組み」松尾智則・橋本弘治・小川和子　平成 23 年度 











平成 22 年度 670,000 80,000 750,000
平成 23 年度 790,000 　　 0 790,000







A study  on kindergarten practical training to increase student teacher's ability to oﬀer individually 
customized guidance  while developing well-rounded understanding of kindergartners 
－ Cultivating conference skills  in early-childhood student-teacher training －
  研究グループ代表者
   那須　信樹（NASU NOBUKI）短期大学部幼児保育学科・准教授
  共同研究者名
   石黒万里子（ISHIGURO MARIKO）教育学部児童幼児教育学科・講師
   野上　俊一（NOGAMI SYUNICHI）教育学部児童幼児教育学科・講師
   吉川　寿美（KIKKAWA KAZUMI）教育学部児童幼児教育学科・助教
  研究協力者名
   山本　美香（YAMAMOTO MIKA）中村学園大学付属あさひ幼稚園・主任教諭
   志水　陽子（SHIMIZU YOUKO）中村学園大学付属あさひ幼稚園・副主任教諭
   秀平　花子（HIDEHIRA HANAKO）中村学園大学付属あさひ幼稚園・教諭
   二分　裕美（NIBUN HIROMI）中村学園大学付属あさひ幼稚園・教諭
   福嶋　理恵（FUKUSHIMA RIE）中村学園大学付属あさひ幼稚園・教諭
   中村　麻衣（NAKAMURA MAI）中村学園大学付属あさひ幼稚園・教諭
   河野　裕美（KAWANO HIROMI）中村学園大学付属あさひ幼稚園・教諭（平成 22 年度）
















が明らかとなった。詳細については、日本保育学会第 65 回大会（東京）において報告を行った。併せて、2012 年 3
月には改訂版となる『幼稚園教育実習ワークブック２』を発刊した。
研究分野：幼稚園教育実習
キーワード：(1) 幼稚園教育実習ハンドブック　(2) ラベルケーション　(3) 保育カンファレンス　(4) 組織的な教育実習














































































習指導支援ツールとしての『Teaching Practice Work 
Book』の活用事例を通して～」、第 2 回幼児教育実践
















平成 22 年度 390,000 0 390,000
平成 23 年度 260,000 0 260,000
合　計 650,000 0 650,000
― 91 ―

教 職 教 育 セ ン タ ー
教職や保育職の高度専門化時代に対応する初年次教育と養成教育課程の課題
教職や保育職の高度専門化時代に対応する初年次教育と養成教育課程の課題
Task of the introduction and teacher-training education according to demand of highly-
specialized teaching and child-care.
   研究グループ代表者名
    笠原　正洋（KASAHARA MASAHIRO）教育学部・教授
   共同研究者名（所属・職）
    望田　研吾（MOCHIDA KENGO）教育学部・教授
    萩尾久美子（HAGIO KUMIKO）栄養科学部・准教授
    宮坂　　明（MIYASAKA AKIRA）教育学部・准教授
    石黒万里子（ISHIGURO MARIKO）教育学部・講師






















































る大学生 614 名 ( 内訳：大学 2 年次 255 名、3 年次
246 名、4 年次 113 名 ) である。
⑵　調査内容：①自律的学修動機尺度 32 項目 ( 非動機
づけ ( 無調整 ) 尺度 7 項目を含む )、②基本的欲求充
足尺度 ( 関係性・自律性・有能感欲求 )35 項目、③学














































































の規定因 - 自己決定理論の枠組みから -, 日本教育心理





平成 23 年度 530,000 0 530,000
平成 24 年度 580,000 0 580,000
合　計 1,110,000 0 1,110,000
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※本誌の無断複写は、著作権法上での例外を除き禁じられています。複写希望の場合は、
そのつど事前に中村学園大学・中村学園大学短期大学部学事課（ＴＥＬ 092-851-2531）
　へ問合せ、ご確認ください。
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